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「３月２２日って、何の日？」      副代表 古殿 義輝 

 ３月２２日って、何の日か、ご存じでし

ょうか？そうそう、小弟、私めの結婚記念

日でございます・・・違う 違う♪そうだ

けど♪今回の話は、そうじゃ、そうじゃな

ぁ～い♪ 

歌手・鈴木雅之さんのバズってる（バズ

ってた？）歌を軽やかに引用しつつ本題へ

移っていこうと思います（まだ知らない方

は調べてみてね。かっこいい歌よ）。 

 ３月２２日は、「国連世界水の日（World 

Day for Water）」。 

みんなに「命の水」を！至ってシンプル。

それでいて、とっても深い「願い」が込め

られた日だと思うのです。今、多くの国に

おいて、深刻な水不足や水質汚濁の問題が

生じ、飲み水さえ確保できない。全ての人

が安心して「水」にアクセスできることは

当然のことであるのに、叶わない現実があ

ります。その解決に向け、世界で協力して

いこうよ～という日。 

蛇口をひねれば水が出る。蛇口から直接

水が飲める。全水道組合員は、水道下水道

の現場に働く者として、住民の皆さんが困

らないように、当たり前のことだと日々業

務にあたっています。けれども、世界に目

を向ければ、これって当たり前ではないこ

とに気づかされます。  

自然の恵みから水道水をつくる、お届け

する、使われた水を綺麗にして自然界へ戻

す、この循環の中では、もちろん、慎重に

慎重を重ねて、多くの人の手が掛かるわけ

です。例えば、「命の水」は、徹底した水質

管理をしなければ「命

にかかわる」事態とな

り、排水をそのまま海

に流せば、自然界を破

壊してしまうもの。 

人は、なんでも、当

たり前のことは当たり前のまま、いつもは

素通りしてしまうのに、利己的な不都合が

生じた瞬間、往々にして、その当たり前な

ことに対し要求が度を越えてしまう。だか

ら、わざわざ、気づきの一日があるわけで。

そんな気づきの一日のひとつが「国連世界

水の日」なんだろうと思っています。 

「水」を取り巻く現実は、言葉では表し

尽くせないほど厳しい環境にあります。水

道下水道維持管理時代となり、網の目のよ

うに張り巡られた老朽管の交換、施設の更

新等には莫大な費用が必要です。一方、削

減され続けた職員定数のため、慢性的な人

手不足の中で 24 時間３６５日稼働してい

ます。この人員不足は深刻で、職員計画闘

争の中で小さな一歩一歩ではありますが人

員を取り戻す闘いを続けています。そんな

状況でも、やらなければならないのです。

ライフラインを絶やすことはあってはなら

ないのです。 

３月２２日。この日だけでも「水」につ

いて、ちと考えてみっかねえと思っていた

だければ、本当にありがたいです。 
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2.11「紀元節」復活に反対し、 

思想・信教の自由を守る県民集会 
 
 『紀元節とは? 復活すればどんな悪影響が? 』をテーマに 2 月 11 日午前、労働会館で佐

野通夫(東京純心大学教授:教育学)さんを招いての講演で、Zoom 併用の対応となり 63 人が

参加されたとの報告でした。 

 
【以下、講演の要旨】 
1) 神武天皇(紀元前 660 年〈2683 年前〉)
から数えて、今上(徳仁)天皇は 126 代を数

える。「古事記」や「日本書紀」等に一定の

記録がされているがそれらが歴史的事実と

は必ずしも言えない。宮内庁のホームペー

ジで紹介されているが初代神武天皇は 127
歳で没「日本書紀」などとされている。 
2) 戦前の教科書は、神代の記述を史実とし

て教えていたのである。 
3) 現在の「建国記念の日」の前身で 1872
年(明治 5 年)11 月太政官布告で「神武天皇即位の祝祭」1 月 29 日として式典が太陰暦の１

月 1 日を太陽暦(現在の暦)に置き換えて 1873 年 10 月の太政官布告によって 2 月 11 日を

紀元節とする、とした。 
 現在の国民の祝日に関する法律では 1 月 1 日「元旦」から 11 月 23 日の「勤労感謝の日」

まで 16 日が「国民の祝日」とされています。 
4) 「紀元節復活の動き」は 1951 年ころから始まり、何月何日を記念日とするか諸説出さ

れた(5 月 3 日/憲法記念日を。4 月 28 日/サンフランシスコ講和条約発効の日を。4 月 3 日

聖徳太子が 17 ケ条憲法を制定した日を)が、「建国記念日審議会」は「２月 11 日」とする

答申を出した。佐藤内閣は答申後ただちに「2 月 11 日」を「建国記念の日」と定め即日施

行した。 
5) 1968 年学習指導要領では「国民の祝日などにおいて儀式を行なう場合には児童に対して

意義を理解させ、国旗を掲揚し、「君が代」(77 年から国歌)を斉唱させることが望ましい」

とした。2017 年学習指導要領改訂で「特別の教科として道徳」が導入されました。 
6) 復活すると「神様の御ちすぢをおうけになった天皇陛下をいただき、限りなく栄えてい

く日本の国に生まれたのです。」「世界で一番優れた日本の子供」などと。 
戦前の国定教科書に戻らないとりくみこそが求められています。 
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2022 年度原子力防災訓練監視報告 

                     下馬場 学 
 ２月 11 日 2022 年度原子力防災訓練が実施された。コロナ禍によって中断され昨年度再

開した避難訓練は住民不参加だったが、今年度は小規模ながらも住民参加の訓練となった。

フォーラムは、避難訓練参加地区の北薩･姶良伊佐･日置･南薩ブロックと事前に打合せ、住

民の屋内待機所への移動から避難開始の状況・汚染状況の検査や除染などが行われるさつ

ま町・出水市･日置市などの避難退域時検査場所そして避難先での状況の監視活動にとりく

んだ。特に今回は阿久根地区において自衛隊の艦船を使っての住民の避難が初めて行われ

た。 
午前７時薩摩半島東方沖地震発生を想定しての訓練だったが、例年のように午前７時に

は市の職員や自衛隊員が参集し準備に入っていた。時には地震発生を受けてからの連絡･

参集してみたら、このような準備態勢が何時間できるのかと思う。７時前のテレビ会議準

備も手間取っている場面もあった。 
県外からの見学者がバス２台でオフサイトセンターを

訪れていた。他県での再稼働･稼働延長に向けたものなの

か。 
原発地元・寄田地区に向かう。集会所への道路の倒木を

解除し、住民の避難を行う訓練。自衛隊の重機が倒木を解

除。これら、自衛隊の持つ技術や設備をこういった自然災

害等に十分に活かしてもらいたい。 
倒木除去後、避難用バスが集合場所へと来るという訓練の予定だったが、倒木除去中に

別な道路を通って自衛隊の車両が集合場所に来ている。(別の

道路があればそこを通って避難すれば…)何故と思っていると、

住民が自衛隊車両に乗り込む。そして数百ｍ離れたバスの待機

所へ移動し、乗り換える。この行程に何の意味があるのだろう

か。放射能が降り注ぐ中での乗り換え。住民を危険に晒すだけ。

役に立つ･身近な自衛隊のアピール？また、避難役の住民も避難場所である公民

館に入らずバスを外で待っている。 
その後寄田を出発したバスは土川の避難住民の避難のため南下。 

土川では大型バスのため避難所まで入れず住民が数百ｍを 
移動してきて乗車。ここにも降り注ぐ放射能は考慮されていない。 
防災放送が風向きだけでなく「○○地区方面に放射能が～」 

とされたのは私たちが指摘した成果である。また移動用の防災スピーカーを民

間会社が設置など、オフサイトセンターを始め避難所等の職員は真剣にとりく

んでいたが、住民には緊迫感がない。１週間ほど前に防災訓

練があったが、事前に市内各所に訓練の開催を告げる立て看

が設置されていた。今回の訓練にはそれがない。そこに「原

発は危ない」という意識を住民に持ってほしくないという行

政の思惑が如実に表れている。 
 「福島」を２度と繰り返さない。声を挙げ続けよう！ 
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ウクライナ戦争 1 年の節目に「戦争反対」を県内各地で訴え 

 県護憲平和フォーラムは、2 月 24 日に各ブロックでアピール行動を行いました。 

 

鹿児島ブロック 鹿児島中央駅東口ひろば    南薩ブロック 指宿市内ダイワ前 

大隅ブロック 一里山交差点     北薩ブロック  国道 3号線川内駅前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北薩ブロック  出水市役所前通り 
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「有田芳生」講演会（実行委員会主

催・県護憲平和フォーラム協賛）は、2
月 4 日（土）14 時から「川商ホール」（鹿

児島市与次郎）で 400 名を超える参加で

開催されました。旧統一教会問題の実情

を詳しく説明され、タイムリーな集会と

なりました。〈講演内容は YouTube で〉 

 

「沖縄に学ぶ」学習会 
鹿児島市・西之表市で開催 
 
沖縄国際大学・前泊博盛教授を講師に、

2 月 25 日（土）九州労金鹿児島本店 5 階

ホールで、2 月 26 日（日）小西地区公民

館で、沖縄に学ぶ学習会を開催しました。 
講師の熱弁で様々な課題が明らかにさ

れ、馬毛島など鹿児島県内で急速に進む軍

事基地化の背景と課題について学習する

機会となりました。（講演内容については、

県護憲まで連絡ください） 


